
単価契約仕様書 

行財政局市税事務所法人諸税室事業所税担当  

（担当 事業所税担当 高田、岡本 電話 222-3669） 

件 名 （単価契約）事業所税 例月連絡票入力 

予 定 数 量  ５６，０００ 件 

契 約 期 間  令和９年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日 

契 約 条 件 

 
別紙（入力委託加工指示書）のとおり 
 
（特記事項） 
 
１．契約の解除 
  次に定める各号のいずれかに該当する場合、契約書第８条第１項第１ 

号又は第２号に該当するとして契約を解除することができる。 
 
（１）共通仕様書第１０条第１項に定めるデータ、システム設計書類及び 

プログラムについて、漏えい、滅失、き損、紛失、改ざん及び盗難 
による被害が生じた場合 

（２）共通仕様書第１５条第２項による検査の為に納品されたデータ又 
は本件目的物として納品されたデータについて、１度の納品につき、 
日本語データ（２バイト文字）については１０，０００文字当たり 
５文字以上の割合、ＡＮＫデータ（１バイト文字）については５０， 
０００フィールド当たり１フィールド以上の割合で誤りがある場合 

 
２．仕様書の優位 
  本仕様書の記載が共通仕様書の記載と異なるときは、本仕様書の記載 

事項が優先される。 

 



レコード
サイズ

ファイル名

文字コード

ﾌｫｰﾏｯﾄ形式 □ ■

その他
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入 力 委 託 加 工 指 示 書

行財政局市税事務所法人諸税室

（担当　事業所税担当　高田、岡本　TEL２２２－３６６９）

総合企画局デジタル化戦略推進室

              （担当　システム第一　平田、髙橋　TEL２２２ -３２５６）

業務名 事業所税

連絡票名 事業所税 例月連絡票

入力日程 別紙のとおり

入力予定件数 別紙のとおり

収受場所 　受渡し　消防庁舎７階デジタル化戦略推進室事務室 納品　消防庁舎７階デジタル化戦略推進室事務室

委託の範囲 穿孔・検孔とし、納品媒体はＤＶＤ－ＲＡＭとする。

デ

ー

タ

形

式

別紙のとおり

別紙のとおり

　　　　１バイト文字　：　ＥＢＣＤＩＣカタカナコード
　　　　２バイト文字　：　日本電気株式会社のＪＩＰＳ（Ｅ）

ＦＡＴ３２ ＵＤＦ(２．０１以降)

注意点

入力仕様は穿孔指示書による。疑義が生じた場合は、担当者に連絡すること。

連絡票の種別は「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」「Ｅ」「Ｇ」がある。

納品媒体は、京都市総合企画局デジタル化戦略推進室が提供するものを使用すること。

テストパンチを実施するため、落札後速やかにデジタル化戦略推進室担当者に連絡を

とること。

なお、テストパンチ分は入力予定件数に含まない。また、支払い請求時、支払請求

書に記載されるパンチ件数に含めないものとする。

連絡票収受の際は、冊数を必ず確認すること。

電子計算機による事務処理等（入力等）の委託契約に係る共通仕様書（令和５年

穿孔期間中、事業所税担当からの記入内容の問い合わせに対応できる体制をとること。

４月１日改定版）を遵守すること。

ＩＳＯ９００１の認定を受けた事業者であること。

一般財団法人日本情報経済社会推進協会からプライバシーマークの付与認定

又はＩＳＯ２７００１の認定を受けていること。

各処理分のバックアップができる体制をとること。

各処理分について、納品媒体の読み取り不能や入力ミスに迅速に対応できる体制を

判別不能時は穿孔指示書に従い、不明な場合は事業所税担当に連絡をとること。

変更点

契約期間 令和９年４月１日　～　令和１０年３月３１日

とること。

支払いは、月末締めの翌月請求とする。

日程は変更になることがある。

予定件数は、過去の実績又は予測によるものであり、本市の都合により

増減する。大幅な増減があっても、本市は何ら補償しない。



120 件 

1回目 2,200 件 

エラー修正① 10 件 

エラー修正② 10 件 

エラー修正③ 10 件 

4,300 件 

21,500 件 

1回目 2,800 件 

※還付振替 70 件 

2,800 件 

4,000 件 

2,000 件 

3,200 件 

4,100 件 

1,500 件 

1,500 件 

6,000 件 

56,000 件 

注意事項

１　テスト回の日程については、入札後別途調整する。

２　４月エラー修正については「Ａ」「Ｂ」のみ、７月還付振替については「Ｇ」のみである。

３　４月エラー修正、７月還付振替については、処理しない可能性がある。

４　日時、件数については、変更することがある。

課税マスター A 件

事業所マスター B 件

申　告　書 C 件

別表Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ D 件

減　　　免 E 件

収 入 振 替 G 件

件

令和９年度　事業所税
入力委託予定表

連絡票・ＤＶＤ受渡日時 連絡票・ＤＶＤ納品日時 予定件数

テスト回 （注１） （注１）

令和9年
4月処理

4 月 6 日 ( 火 ) 13 時 4 月 8 日 ( 木 ) 16 時

4月 13 日 (火 ) 13時 4月 14日 (水 ) 10時

4月 15日 (木 ) 13時 4月 16日 (金 ) 10時

4月 19日 (月 ) 13時 4月 20日 (火 ) 10時

5月処理 5月 11日 (火 ) 13時 5月 13日 (木 ) 16時

6月処理 6 月 8 日 ( 火 ) 10 時 6月 10日 (木 ) 10時

7月処理
7 月 6 日 ( 火 ) 13 時 7 月 8 日 ( 木 ) 16 時

7月 13 日 (火 ) 11時 7月 15日 (木 ) 10時

8月処理 8 月 6 日 ( 金 ) 13 時 8月 10日 (火 ) 16時

9月処理 9 月 6 日 ( 月 ) 13 時 9 月 8 日 ( 水 ) 16 時

10月処理 10月 6日 (水 ) 13時 10月 8日 (金 ) 16時

11月処理 11月 8日 (月 ) 13時 11月10日(水) 16時

12月処理 12月 6日 (月 ) 13時 12月 8日 (水 ) 16時

令和10年 1月処理 1月 11日 (火 ) 13時 1月 13日 (木 ) 16時

2月処理 2 月 4 日 ( 金 ) 13 時 2 月 8 日 ( 火 ) 16 時

3月処理 3 月 6 日 ( 月 ) 13 時 3 月 8 日 ( 水 ) 16 時

合計

連絡票種別 レコードサイズ ファイル名 予定件数

160バイト DA.AAAA 700

160バイト DA.BBBB 500

80バイト DA.CCCC 32,000

80バイト DA.DDDD 20,900

合　　計 56,000

80バイト DA.EEEE 600

128バイト DA.GGGG 1,300



課税マスターエラーリスト Ａ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

12

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

2019 2521 228 9 10 114 5 6 7 17 1813 14 15 2423

6 2 2 2 22 2 2 22 2 2 2 122 2 2 2

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

「***につき***をスキップ」を添付する。

新
増
設

2

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

調
定
月

前
調
定
月

過
年
度

月

事業年度

建築日

年 月

年
度

月
年
度

納
期
限

年 月

申
告
区
分

2

区分「01」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

カード区分0１

継続番号[ 0]

枚目月 日年平成16２２２-３２５６

事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当業務名

FIELD-NO 1 2 3 16

京都市役所

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ原始伝票名 1枚の内256 1

作成年月日

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

年 月 日
日

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

資
本
金

日

申
告
年
月
日

年 月日
異
動
サ
イ
ン

区
分

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

ブ
ラ
ン
ク

Ｃ
/
Ｈ

22 2 2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

10

20 21 2219

2

10 11 12 134 5 6 7 8

2 2 2

16 17 189 14 15

22

前
調
定
月

過
年
度

月

6 2 2 2 2 2 2 2

Ｃ
/
Ｈ

新
増
設

2 22

申
告
区
分

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

「***につき***をスキップ」を添付する。

月
割
分

[

新
増
設

]

全
年
分

区分「02」をＰＵＮＣＨ

年 月

18

作成者

3

枚目月 日年

2 2

異
動
サ
イ
ン

年
度

月
年
度

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

FIELD-NO 要　　　　　　　領

1枚の内256 2

システム第一担当

２２２-３２５６

カード区分02業務名京都市役所

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ原始伝票名 平成16

作成年月日

ＴＥＬ

継続番号[ 0]

事業所税

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

年 月 日
日

調
定
月

区
分

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

ブ
ラ
ン
ク

FIELD-NO 1 2

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

事業年度

建築日
月
割
分

[

新
増
設

]

全
年
分

特例控除床面積

資産割

課
サ

月
割
分

非課税床面積事業所床面積

[

新
増
設

]

全
年
分

23

10 10

24 25

10 10 10



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

課税マスターエラーリスト Ａ

システム第一担当

25

10

月
割

分

業務名京都市役所

穿孔指示書

ＩＴＥＭ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領区分「02」FIELD-NO 25　つづき

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

原始伝票名

FIELD-NO 

継続番号[ 1]

事業所税 作成者

ＴＥＬ 2枚の内256 2

カード区分02

枚目月 日年平成16２２２-３２５６

作成年月日



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

24 25

10 10 10

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

2 12

月
数

12

資産割

課税標準床面積

[

新
増
設

]

資
産
割
額

12

20 21 22 23

2 2 2

13 14 15 16 17

2 2

10

全
年
分

2 2

18 19

2 2

11 12

2 26 2 2 2 2

申
告
区
分

事業年度

建築日

年 月 日

2 2

年

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

[

新
増
設

]

合
計

[

新
増
設

]

既
確
定
額

サ
イ
ン

過
年
度

新
増
設

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

納
付
す
べ
き
額

[

新
増
設

]

「***につき***をスキップ」を添付する。

区分「03」をＰＵＮＣＨ

年
度

月
年
度

要　　　　　　　領

日

調
定
月

異
動
サ
イ
ン

月
割
分

区
分

Ｃ
/
Ｈ

カード区分03

継続番号[ 0]

枚目月 日年平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ課税マスターエラーリスト Ａ

システム第一担当

6

原始伝票名 1枚の内256 2

7 8 9

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

FIELD-NO 1 2 3

業務名京都市役所

穿孔指示書

4 5

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたま(「サイン」欄）に「－」をパンチする, 

FIELD-NO 25については，データの記載がなければ「サイン」欄もスペース，

プラスデータの記載があれば，その項目のあたま（「サイン｣欄）に「０」をパンチする。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

前
調
定
月

月

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

納
税
者
コ
ー

ド

ブ
ラ
ン
ク

月

ＩＴＥＭ

18

FIELD-NOキー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

25

納
付
す
べ
き
額

[

新
増
設

]

資産割

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

桁数

継続番号[ 1]

ＩＴＥＭ

12

区分「03」FIELD-NO 25　つづき

2

カード区分03作成年月日業務名

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

京都市役所 事業所税 作成者

ＴＥＬ

継続番号[ 1]

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ原始伝票名

FIELD-NO 

枚目月 日年平成16２２２-３２５６ 2枚の内256



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100
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漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト
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システム第一担当

「***につき***をスキップ」を添付する。

従
業
者
割
額

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

FIELD-NO 要　　　　　　　領

従業者割

課
サ

給
与
総
額

非
課
税

給
与
総
額

特
例

給
与
総
額

　

課
税
標
準

給
与
総
額

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

ブ
ラ
ン
ク

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

年 月 日

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

業務名京都市役所

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ原始伝票名

2 3

年
度

年
度

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたま(「サイン」欄）に「－」をパンチする

FIELD-NO 26，28については，データの記載がなければ「サイン」欄もスペース，

プラスデータの記載があれば，その項目のあたま（「サイン｣欄）に「０」をパンチする。

作成者

ＴＥＬ

継続番号[ 0]

FIELD-NO 1

1枚の内256 2

カード区分04

枚目月 日年平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税

Ｃ
/
Ｈ

新
増
設

前
調
定
月

過
年
度

月

事業年度

建築日

年 月 日

調
定
月

月
異
動
サ
イ
ン

区
分

申
告
区
分

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。 区分「04」をＰＵＮＣＨ18

2 22 2 2 2 2 2 26 2 2 2 2 2 2

12 13 14 154 5 6 7 8 9 19

2

17 18

2 2

1610 11 24

12 12 12

20 21 22 23
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NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト
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24 28
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納
付
す
べ
き
額

合
計

サ
イ
ン

減免前税額合計

サ
イ
ン

納
付
す
べ
き
額

[

新
増
設

]

従業者割

12

区分「04」FIELD-NO 24　つづき

12 12 12

枚の内256 2

作成年月日事業所税 システム第一担当作成者

ＴＥＬ

カード区分04

枚目月 日年平成16２２２-３２５６ 2

業務名京都市役所

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ原始伝票名

FIELD-NO 

継続番号[ 1]

25 26 27

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

★
既
確
定
額

合
計

既
確
定
額

ＩＴＥＭ
従
業
者
割
額

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領
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ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ
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LEFTSPACE

右シフト
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22

異
動
サ
イ
ン

サ
イ
ン

★
減
免
後
納
税
額

[

新
増
設

]

18

システム第一担当

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

「***につき***をスキップ」を添付する。

減
免
算
出
額

12

19 20 21 23

12 1212 12

12 13 14 15 16 17

6 2 2 2

4 5

2 2 2 222 2 22 2 2 2 2 2

資産割減免額

サ
イ
ン

★
追
加
減
免
額

[

新
増
設

]

Ｃ
/
Ｈ

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。 区分「05」をＰＵＮＣＨ18

従業者割減免額

区
分

新
増
設

減
免
算
出
額

[

新
増
設

]

既
減
免
額

[

新
増
設

]

申
告
区
分

作成年月日事業所税

過
年
度

月
年
度

月
年
度

9 10 11

平成16

作成者

ＴＥＬ

カード区分05

継続番号[ 0]

枚目月 日年課税マスターエラーリスト Ａ

業務名京都市役所

穿孔指示書

6 7

1枚の内256 2

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

２２２-３２５６

FIELD-NO 1 2 3

原始伝票名

年 月 日

8

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたま(「サイン」欄）に「－」をパンチする

FIELD-NO 21，22，25，26については，データの記載がなければ「サイン」欄もスペース，

プラスデータの記載があれば，その項目のあたま（「サイン｣欄）に「０」をパンチする。

納
税
者
コ
ー

ド

ブ
ラ
ン
ク

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

年 月 日

調
定
月

前
調
定
月

事業年度

建築日

FIELD-NO 要　　　　　　　領

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ
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漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト
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原始伝票名

24 25

事業所税

継続番号[ 1]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO 

区分「05」　つづき

従業者割減免額

既
減
免
額

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

枚の内256 2

カード区分05作成年月日

年

作成者

ＴＥＬ

継続番号[ 1]

システム第一担当業務名京都市役所

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ

★
減
免
後
納
税
額

12

26

2

サ
イ
ン

枚目月 日平成16２２２-３２５６

サ
イ
ン

★
追
加
減
免
額

12 12
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NUMERIC
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ＤＵＰ
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LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト
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システム第一担当

区分「06」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領

サ
イ
ン

減
免
後
納
税

事
業
所
税
額

[

新
増
設

]

サ
イ
ン

1枚の内

日
年

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

京都市役所

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ原始伝票名

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたま(「サイン」欄）に「－」をパンチする

FIELD-NO 21，22については，データの記載がなければ「サイン」欄もスペース，

プラスデータの記載があれば，その項目のあたま（「サイン｣欄）に「０」をパンチする。

256 1

業務名 作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ 平成16２２２-３２５６

4 5 6 7 10 11FIELD-NO 

カード区分06

継続番号[ 0]

枚目月 日

2 8 9

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

3

納
税
者
コ
ー

ド

ブ
ラ
ン
ク

2 2

年

1

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月

「***につき***をスキップ」を添付する。

2 2

申
告
区
分

Ｃ
/
Ｈ

事業年度

年
度

月

建築日

月 日

22 2

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

月

調
定
月

前
調
定
月

18

2 126 2 2 2 22 2 12 12

減免額合計

1612 13 14 15 17 21

異
動
サ
イ
ン

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

新
増
設

22

過
年
度

年
度

20

2

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

12

22

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

★
追
加
減
免
額

[

新
増
設

]

19

区
分

減
免
算
出
額

[

新
増
設

]

既
減
免
額

[

新
増
設

]
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NUMERIC
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特殊文字
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LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト
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納
税
者
コ
ー

ド

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

「***につき***をスキップ」を添付する。

ブ
ラ
ン
ク

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月 日
年
度

事業年度

業務名京都市役所

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ原始伝票名

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

1枚の内256 2

システム第一担当

1 2 3

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

8FIELD-NO 

カード区分07

継続番号[ 0]

枚目月 日年

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

調
定
月

年 月

建築日

月
日

前
調
定
月

過
年
度

異
動
サ
イ
ン

区
分 減

免
標
準

給
与
額

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

減
免
額

月
年
度

区分「07」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

Ｃ
/
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新
増
設
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告
区
分

2 22 2 22 2 2 26 2 2 2 2 2

9 10 114 5 6 7 17 18
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ー

ド

191612 13 14 15 24

資産割 従業者割

減
免
額
１

[

新
増
設

]

20 21 22 23

減
免
標
準

床
面
積

[

新
増
設

]

減
免
額

猶
予
額

[

新
増
設

]
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減免内訳１
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作成年月日事業所税
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枚目月 日年平成16２２２-３２５６

カード区分07

Ｔ
Ｙ
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Ｅ

桁数

2枚の内25

12

6 2

作成者

ＴＥＬ
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減
免
額
１

[

新
増
設

]

業務名京都市役所

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ原始伝票名

FIELD-NO 

区分「07」FIELD-NO 24　つづき

継続番号[ 1]

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領
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システム第一担当

12 12

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

「***につき***をスキップ」を添付する。

12

減免内訳２

24

資産割 従業者割

減
免
額
２

[

新
増
設

]

20 21 22 2310 11

減
免
額

2

1612 13 14 15 17

6 2 2 2

4 5
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申
告
区
分
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Ｃ
/
Ｈ

新
増
設

2 12 12

異
動
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イ
ン

区
分

事業年度

建築日

年 月 日

調
定
月

前
調
定
月

過
年
度

作成者

ＴＥＬ

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

2

1918

課税マスターエラーリスト Ａ原始伝票名

業務名 カード区分08

継続番号[ 0]

枚目月 日年

事業所税

1枚の内256 2

作成年月日

平成16２２２-３２５６

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

京都市役所

穿孔指示書

FIELD-NO 1 2 3 6 7 8 9

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

ＩＴＥＭ

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

納
税
者
コ
ー

ド

ブ
ラ
ン
ク

年 月 日 月
年
度

月
年
度

コ
ー

ド

減
免
標
準

床
面
積

[

新
増
設

]

減
免
額

猶
予
額

[

新
増
設

]
キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。 区分「08」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領

減
免
標
準

給
与
額



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

システム第一担当

ＩＴＥＭ

原始伝票名

区分「08」FIELD-NO 24　つづき

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

256 2

カード区分08作成年月日

FIELD-NO 

業務名京都市役所

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ

継続番号[ 1]

枚目月 日年平成16２２２-３２５６ＴＥＬ 2枚の内

事業所税 作成者

12

24

減
免
額
２

[

新
増
設

]



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

納
税
者
コ
ー

ド

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

「***につき***をスキップ」を添付する。

ブ
ラ
ン
ク

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月 日
年
度

事業年度

業務名京都市役所

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ原始伝票名

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

1枚の内256 2

システム第一担当

1 2 3

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

8FIELD-NO 

カード区分09

継続番号[ 0]

枚目月 日年

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

調
定
月

年 月

建築日

月
日

前
調
定
月

過
年
度

異
動
サ
イ
ン

区
分 減

免
標
準

給
与
額

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

減
免
額

月
年
度

区分「09」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

Ｃ
/
Ｈ

新
増
設

2 2

申
告
区
分

2 22 2 22 2 2 26 2 2 2 2 2

9 10 114 5 6 7 17 18

2

コ
ー

ド

191612 13 14 15 24

資産割 従業者割

減
免
額
３

[

新
増
設

]

20 21 22 23

減
免
標
準

床
面
積

[

新
増
設

]

減
免
額

猶
予
額

[

新
増
設

]

12 12 12

減免内訳３

2 12 12



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

24

２２２-３２５６ 2

作成年月日事業所税

2 枚目月 日年平成16

作成者

ＴＥＬ

カード区分09

継続番号[ 1]

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

枚の内25

12

6

継続番号[ 1]

ＩＴＥＭ

減
免
額
３

[

新
増
設

]

業務名京都市役所

穿孔指示書 課税マスターエラーリスト Ａ原始伝票名

FIELD-NO 

区分「09」FIELD-NO 24　つづき FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領





事業所マスターエラーリスト Ｂ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

区分「01」をＰＵＮＣＨ18発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

要　　　　　　　領

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

事
業
所
N
o
.

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

月

調
定
月

前
調
定
月

月
年
度

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたまに「-」サインをパンチする。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名 1枚の内256 2平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分0１

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

月
年
度

月 日
日納

税
者
コ
ー

ド 事業年度

建築日

年

区
分

新
増
設

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

異
動
サ
イ
ン

申
告
区
分

Ｃ
/
Ｈ

過
年
度

「***につき***をスキップ」を添付する。

2 22

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

FIELD-NO

22 2 22 2 2 2 22 26 2 2 2

4 5 6 7 17 188 9 10 11 1612 13 14 15

共
用
床
面
積

事業所等明細書

全年分 月割分

専
用
床
面
積

事
業
所

床
面
積

19 24

共
用
床
面
積

事
業
所

床
面
積

専
用
床
面
積

10 10

20 21 22 23

10 10 10 10



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名

FIELD-NO 

区分「01」FIELD-NO 24　つづき

継続番号[ 1]

作成者

ＴＥＬ

カード区分01

継続番号[ 1]

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

枚の内25

2

ＩＴＥＭ

6 2 枚目月 日年平成16２２２-３２５６ 2

作成年月日事業所税 システム第一担当

24

月
数



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

区分「02」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

事
業
所
N
o
.

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

月
月 日

日

事業年度

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたまに「-」サインをパンチする。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名 1枚の内256 2平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分02

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

調
定
月

前
調
定
月

過
年
度

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月
年
度

月
年
度

区
分

新
増
設

コ
ー

ド

床
面
積

異
動
サ
イ
ン

申
告
区
分

Ｃ
/
Ｈ

「***につき***をスキップ」を添付する。

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

2 2 2 22 2

建築日

年

22 2 22 2 2 26 2 2 2

124 5 6 7 8 9 10 11 19 2013 14 15 17 1816

3 10

非課税明細書１

2321 22

3 10 3

非課税明細書２

床
面
積

コ
ー

ド

床
面
積

非課税明細書４

コ
ー

ド

床
面
積

非課税明細書３

コ
ー

ド

27

合計

床
面
積

10

24 25 26

3 1010



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

額
　
　
　

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名

FIELD-NO 

区分「02」FIELD-NO 27　つづき

継続番号[ 1]

作成者

ＴＥＬ

カード区分02

継続番号[ 1]

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

枚の内25

10

ＩＴＥＭ

6 2 枚目月 日年平成16２２２-３２５６ 2

作成年月日事業所税 システム第一担当

27

床
面
積



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

控
除
床
面
積

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分「03」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

月
月 日

日

事業年度

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたまに「-」サインをパンチする。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名 1枚の内256 2平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分03

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月
年
度

年
納
税
者
コ
ー

ド

事
業
所
N
o
.

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

月
年
度

区
分

新
増
設

コ
ー

ド

対
象
床
面
積

異
動
サ
イ
ン

申
告
区
分

Ｃ
/
Ｈ

「***につき***をスキップ」を添付する。

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

2 2 2 22

建築日
調
定
月

前
調
定
月

過
年
度

22 2 22 2 2 2 26 2 2 2

16124 5 6 7 8 9 10 11 13 14 15

特例明細書１

19 20 2117 18

2 10 10

22 23 24

2 10 10

特例明細書２

コ
ー

ド

対
象
床
面
積

控
除
床
面
積

対
象
床
面
積

特例明細書３

控
除
床
面
積

コ
ー

ド

25 26 27

2 10 10
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カード区分03

継続番号[ 1]

枚目月 日年平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税

2枚の内256 2

区分「03」FIELD-NO 27　つづき

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

控
除
床
面
積

ＩＴＥＭ
控
除
床
面
積

合計

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名

10

27

10

28FIELD-NO 

ＴＥＬ

システム第一担当
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作成者
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区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

共
用
床
面
積
計

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

過
年
度

ＩＴＥＭ

月

区分「04」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領

区
分

新
増
設

専
用
床
面
積

共
用
課
税

床
面
積

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

納
税
者
コ
ー

ド

事
業
所
N
o
.

調
定
月

前
調
定
月

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたまに「-」サインをパンチする。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名 1枚の内256 2平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分0４

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月
年 月 日

日
年
度

月
年
度

「***につき***をスキップ」を添付する。

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

異
動
サ
イ
ン

2 2 2 2

申
告
区
分

Ｃ
/
Ｈ

事業年度

2

建築日

2 2 2 26 2 2 2

4 5 6 7 8 9 10 11 2617 18

2 2

1612

22 2

共
用
非
課
税

床
面
積
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13 14 15

共 用 部 分 明 細 書
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当
該
共
用
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面
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88

当
該
専
用
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面
積
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消
防
設
備

避
難
設
備

（
全
非

）

8 88
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作成者

ＴＥＬ

事業所税業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名

FIELD-NO 26

ＩＴＥＭ 避
難
設
備

（
全
非

）

共用非課税計の内訳

8

枚の内256 2

システム第一担当

区分「04」FIELD-NO 26　つづき

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

カード区分04

継続番号[ 1]

枚目月 日年平成16２２２-３２５６

作成年月日

2

避
難
設
備

（
1
/
2
非

）

以
外

合
計

27 28 29

8 8 8

共用部分明細書
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キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

ＩＴＥＭ

月

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

年
度

区分「05」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領

区
分

新
増
設

コ
ー

ド

対
象
床
面
積

異
動
サ
イ
ン

コ
ー

ド

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

年
度納

税
者
コ
ー

ド

事
業
所
N
o
.

年 月 日
日

事業年度

建築日

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたまに「-」サインをパンチする。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名 1枚の内256 2平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分05

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

調
定
月

前
調
定
月

過
年
度

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月 月

「***につき***をスキップ」を添付する。

2

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

2 26 2 2 2 2 2 2 2

4 5 6 7 8 9 10 11 12

2 10 10

19 20 2113 14 15

2

17 18

2

16

22 22

減免決定書１

コ
ー

ド

対
象
床
面
積

床
面
積

×
月
数

床
面
積

×
月
数

2

申
告
区
分

Ｃ
/
Ｈ

22 23 24

減免決定書２

22 23 24

2 10 10

対
象
床
面
積

床
面
積

×
月
数

2 10 10

減免決定書３
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ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字
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LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト
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カード区分05

継続番号[ 1]

枚目月 日年平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税

2枚の内256 2

区分「05」FIELD-NO 24　つづき

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

ＩＴＥＭ

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名

FIELD-NO 

作成者

ＴＥＬ

10

システム第一担当

24

床
面
積

×
月
数
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NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト
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区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

ＩＴＥＭ

月

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

年
度

納
税
者
コ
ー

ド

床
面
積

異
動
サ
イ
ン

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

継続番号[ 0]

年 月 日

区分「06」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領

区
分

新
増
設

床
面
積

特殊関係等明細書２ 特殊関係等明細書３
特殊関係等

明細書５

日

事業年度

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数 6 2 2 2

月

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたまに「-」サインをパンチする。

納
税
者
コ
ー

ド

事
業
所
N
o
.

建築日

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名 1枚の内256 2平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分06

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

調
定
月

前
調
定
月

過
年
度

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月
年
度

「***につき***をスキップ」を添付する。

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋
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納
税
者
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ド

床
面
積

納
税
者
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面
積
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床
面
積
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作成者

ＴＥＬ

27

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名

FIELD-NO 

事業所税

28

特殊関係等明細書６

6

納
税
者
コ
ー

ド

特殊関係等明細書５

床
面
積

8

納
税
者
コ
ー

ド

枚の内256 2

区分「06」FIELD-NO 27　つづき

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

ＩＴＥＭ

カード区分06

継続番号[ 1]

枚目月 日年平成16２２２-３２５６

作成年月日

2

システム第一担当

29 30
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区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

区分「07」をＰＵＮＣＨ18発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

要　　　　　　　領

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

事
業
所
N
o
.

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

月

調
定
月

前
調
定
月

月
年
度

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたまに「-」サインをパンチする。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分07

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

月
年
度

月 日
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税
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ド 事業年度

建築日

年

区
分

新
増
設

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

異
動
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イ
ン

申
告
区
分

Ｃ
/
Ｈ

過
年
度

「***につき***をスキップ」を添付する。

2 22

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋
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キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

非課税明細書３

コ
ー

ド

従
業
者
数

給
与
総
額

非課税明細書２

コ
ー

ド

25 26 27

3 5 12

従
業
者
数

給
与
総
額

22 23 24

3 5 12

従
業
者
数

給
与
総
額

3

19

5 12

20 21

ＩＴＥＭ

月

区分「08」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領

区
分

新
増
設

非課税明細書１

コ
ー

ド

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

年
度

月
年
度納

税
者
コ
ー

ド

事
業
所
N
o
.

年 月 日
日

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたまに「-」サインをパンチする。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名 1枚の内256 2平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分08

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

調
定
月

前
調
定
月

過
年
度

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月

「***につき***をスキップ」を添付する。

Ｃ
/
Ｈ

事業年度

2

建築日

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

2 2 2 2

異
動
サ
イ
ン

2 2 2 2

申
告
区
分

6 2 2 2

4 5 6 7 18

2

8 9 10 11

2

1612

2

13 14 15 17

2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

30

3

31

5

コ
ー

ド

従
業
者
数

給
与
総
額

3

28 29

FIELD-NO

コ
ー

ド

従
業
者
数

給
与
総
額

5

作成年月日事業所税

1212

2

合計

5

34 35

非課税明細書５

カード区分08

6

区分「08」　つづき

12

継続番号[ 1]

非課税明細書４

枚目月 日年平成16２２２-３２５６ 2枚の内25

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO 

作成者

ＴＥＬ

33

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名

32

システム第一担当

FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

従
業
者
数

給
与
総
額



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

コ
ー

ド

25

2

特例明細書３

対
象
給
与
総
額

26

12

特例明細書２

コ
ー

ド

対
象
給
与
総
額

控
除
給
与
総
額

23 24

2 12 12

19 20 21 22

控
除
給
与
総
額

特例明細書１

2 12 12

ＩＴＥＭ

月

区分「09」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領

区
分

新
増
設

コ
ー

ド

対
象
給
与
総
額

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

年
度

月
年
度納

税
者
コ
ー

ド

事
業
所
N
o
.

年 月 日
日

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたまに「-」サインをパンチする。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名 1枚の内256 2平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分09

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

調
定
月

前
調
定
月

過
年
度

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月

「***につき***をスキップ」を添付する。

Ｃ
/
Ｈ

事業年度

2

建築日

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

2 2 2 2

異
動
サ
イ
ン

2 2 2 2

申
告
区
分

6 2 2 2

4 5 6 7 18

2

8 9 10 11

2

1612

2

13 14 15 17

2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

コ
ー

ド

対
象
給
与
総
額

控
除
給
与
総
額

控
除
給
与
総
額

合計

31

12

特例明細書４

12

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

京都市役所

FIELD-NO 

作成者

ＴＥＬ

26 27 28 29 30

業務名

特例明細書３

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名

区分「09」FIELD-NO 26　つづき

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

２２２-３２５６

ＩＴＥＭ

2枚の内256 2

対
象
給
与
総
額

控
除
給
与
総
額

カード区分09

継続番号[ 1]

枚目月 日年平成16

作成年月日事業所税 システム第一担当

12 12 2 12



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

コ
ー

ド

対
象
給
与
支
払
額

新
増
設

コ
ー

ド

対
象
給
与
支
払
額

コ
ー

ド

24

2 12 2 12

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

減免決定書２ 減免決定書３

19 20 21 22

2 12

減免決定書１

23

対
象
給
与
支
払
額

ＩＴＥＭ

月

区分「10」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領

区
分

月
年
度

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

納
税
者
コ
ー

ド

事
業
所
N
o
.

年 月 日
日

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたまに「-」サインをパンチする。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分10

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

調
定
月

前
調
定
月

過
年
度

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月
異
動
サ
イ
ン

「***につき***をスキップ」を添付する。

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

2 2 2

申
告
区
分

Ｃ
/
Ｈ

事業年度

2

建築日

2

年
度

2 2 2 26 2 2 2 22

4 5 6 7 18

2

8 9 10 11 1612

2

13 14 15 17

2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

区分**をスキップ」を添付する。結果として，キー部分以外にパンチする部分がなく

納
税
者
コ
ー

ド

従
業
者
数

納
税
者
コ
ー

ド

従
業
者
数

従
業
者
数

従
業
者
数

キー部分で記載がない又は判別できない等の場合は，その連絡票からはデータを

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

区分欄に○印がない場合は，その区分全部をスキップ。連絡票に付箋「○がないので

29

6

特殊関係等明細書６

納
税
者
コ
ー

ド

納
税
者
コ
ー

ド

27 28

5 6 5

特殊関係等明細書４ 特殊関係等明細書５

6

21 22 23 24

5

25 26

特殊関係等明細書１

56

19 20

66 5

特殊関係等明細書２ 特殊関係等明細書３
月

区分「11」をＰＵＮＣＨ18

FIELD-NO 要　　　　　　　領

区
分

新
増
設

納
税
者
コ
ー

ド

従
業
者
数

納
税
者
コ
ー

ド

「０」の記載されている項目はＺＥＲＯパンチ。

区分（３９，４０カラム）毎にデータを１件発生させる。

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

年
度

月
年
度納

税
者
コ
ー

ド

事
業
所
N
o
.

年 日

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名

FIELD-NO 1 2

作成者

ＴＥＬ 1枚の内256 2平成16

カード区分11

継続番号[ 0]

枚目月 日年

システム第一担当

２２２-３２５６

作成年月日事業所税

キー部分（１～３８カラム）はＤＵＰする。

年 月

Ｃ
/
Ｈ

事業年度

日

調
定
月

月

区分欄に○印の記入のあるデータのみ発生させる。

「***につき***をスキップ」を添付する。

前
調
定
月

過
年
度

記載されていない項目はＳＫＩＰすること。

マイナスデータの記載があれば，その項目のあたまに「-」サインをパンチする。

2 2

なった場合でも，キー部分のみは発生させる。区分欄に○印があり，その区分に

データがない場合は，キー部分と区分番号のみパンチする。

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

2 2

異
動
サ
イ
ン

2 2 2 2

申
告
区
分

2

建築日

6 2 2 2

4 53 6 7 18

2

8 9 10 11

2

1612

2

13 14 15 17

2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

29

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

6

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

従
業
者
数

特殊関係等明細書６

5

区分「11」FIELD-NO 29　つづき

２２２-３２５６

作成年月日事業所税

6 2

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

カード区分11

継続番号[ 1]

枚目月 日年平成16

桁数

継続番号[ 1]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

FIELD-NO 

作成者

ＴＥＬ

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所マスターエラーリスト Ｂ原始伝票名

30

システム第一担当

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

2枚の内25





申告書　Ｃ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

過
年
度 納

期
限

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

年

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

FIELD-NO 1 2 3 11

256 1平成16

FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15

事業所税 作成者

ＴＥＬ

2 2

14

業務名

2 2

カード区分0１

継続番号[ 0]

枚目月 日年２２２-３２５６

作成年月日

1枚の内

管
理
番
号

時は，その区分のデータは発生させない。

FIELD-NO

区分「01」をＰＵＮＣＨ

区
分事

業
年
度

（
至

）

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

年 月 年 月 日日 日 年 月 日

2 2 2 2 2 2 26 2 2 2

1612 13 15

資
本
金
等

10

4 5 6 7 8 9 10

月



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

16

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

1

※

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

年
資

産
割

4 5 6 7

2 26 2 2 2

2 3 8 9 10 11 12 13

2 2 2 2 2 2

月 年 月 日月 日月 日

区
分

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

事
業
年
度

（
至

）

FIELD-NO 

カード区分02

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1

作成者

ＴＥＬ

2 2 2

1514

1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

年

申
告
年
月
日

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年

管
理
番
号

過
年
度

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15 区分「02」をＰＵＮＣＨ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15 区分「03」をＰＵＮＣＨ

業務名

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年 月 日

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

月

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

2 2

FIELD-NO 

カード区分03

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

区
分

算
定
期
間
を
通
じ

て
使
用
さ
れ
た

事
業
所
床
面
積

月

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

納
期
限

2 2

日

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

年

26 2 2 2

日月

2 2 2

13

年

4 5 6

年

7

2 2 2

14 15 16

9

資産割

8 9 10 11 12



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

2 2

システム第一担当

15 16

9

11 12 13 147 8 9 104 5 6

2 2

月

2

日
資産割

日

2 2

月 年 月

時は，その区分のデータは発生させない。

区分「04」をＰＵＮＣＨ

2 2 2 2 2

事
業
年
度

（
至

）

月 日

区
分

納
期
限

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

2 3

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

FIELD-NO 

カード区分04

継続番号[ 0]

枚目月 日年 1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

作成者

ＴＥＬ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

1

年

6 2 2

FIELD-NO

15キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

管
理
番
号

申
告
年
月
日

算
定
期
間
の
中
途

に
お
い
て
新
設
又

は
廃
止
さ
れ
た

事
業
所
床
面
積

年 日

ＩＴＥＭ

FIELD-NO要　　　　　　　領

過
年
度

要　　　　　　　領

年

継続番号[ 0]



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

２２２-３２５６

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15 区分「05」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年 月 日

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名 1枚の内256 1平成16

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

2

システム第一担当業務名

FIELD-NO 

カード区分05

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

①
に
係
る
非
課
税

床
面
積

月 年 月 日

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

2 2

月 日

区
分

納
期
限

2 26 2 2 2 2 2 2 2

4 5 6

年

7 8 9 10 11 12 13 14

資産割

2 2

15 16

9



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

15 16

9

資産割

11 12 13 14

日

22

7 8 9 104 5 6

月

22 2

月 年 月

2 2 2 2 2

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

②
に
係
る
非
課
税

床
面
積

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

2 3

2

FIELD-NO 

カード区分06

継続番号[ 0]

枚目月 日年 1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 システム第一担当

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

作成者

ＴＥＬ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

1

年

6 2 2

FIELD-NO

2

日

区
分

FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年 日 年 月 日

要　　　　　　　領

15 区分「06」をＰＵＮＣＨ

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

要　　　　　　　領

15 区分「07」をＰＵＮＣＨ

システム第一担当

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

区
分

納
期
限

申
告
年
月
日

①
に
係
る
控
除

床
面
積

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

月 年 月 日

「***につき***をスキップ」を添付する。

1枚の内256 1

1

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

ＴＥＬ

2

業務名

事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

2

2 3

平成16２２２-３２５６穿孔指示書

7 8 16FIELD-NO 4

カード区分07

継続番号[ 0]

枚目月 日年

作成年月日京都市役所 事業所税 作成者

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

FIELD-NO

事
業
年
度

（
自

）

2

年 月 日

26 2 2 2

日 日年

2 2 2

5 6

2 2

9

2

10

月

9

資産割

11 12

2

13 14 15



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

15 16

9

資産割

11 12 13 14

日

22

7 8 9 104 5 6

月

22 2

月 年 月

2 2 2 2 2

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

②
に
係
る
控
除

床
面
積

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

2 3

2

FIELD-NO 

カード区分08

継続番号[ 0]

枚目月 日年 1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 システム第一担当

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

作成者

ＴＥＬ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

1

年

6 2 2

FIELD-NO

2

日

区
分

FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年 日 年 月 日

要　　　　　　　領

15 区分「08」をＰＵＮＣＨ

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

要　　　　　　　領

15 区分「09」をＰＵＮＣＨ

システム第一担当

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

区
分

納
期
限

申
告
年
月
日

①
に
係
る
算
定
月
数

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

月 年 月 日

「***につき***をスキップ」を添付する。

1枚の内256 1

1

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

ＴＥＬ

2

業務名

事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

2

2 3

平成16２２２-３２５６穿孔指示書

7 8 16FIELD-NO 4

カード区分09

継続番号[ 0]

枚目月 日年

作成年月日京都市役所 事業所税 作成者

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

FIELD-NO

事
業
年
度

（
自

）

2

年 月 日

26 2 2 2

日 日年

2 2 2

5 6

2 2

9

2

10

月

2

資産割

11 12

2

13 14 15



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

要　　　　　　　領

15 区分「10」をＰＵＮＣＨ

システム第一担当

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

区
分

納
期
限

申
告
年
月
日

①
に
係
る

課
税
標
準

と
な
る
床
面
積

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

月 年 月 日

「***につき***をスキップ」を添付する。

1枚の内256 1

1

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

ＴＥＬ

2

業務名

事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

2

2 3

平成16２２２-３２５６穿孔指示書

7 8 16FIELD-NO 4

カード区分10

継続番号[ 0]

枚目月 日年

作成年月日京都市役所 事業所税 作成者

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

FIELD-NO

事
業
年
度

（
自

）

2

年 月 日

26 2 2 2

日 日年

2 2 2

5 6

2 2

9

2

10

月

9

資産割

11 12

2

13 14 15



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

15 16

9

資産割

11 12 13 14

日

22

7 8 9 104 5 6

月

22 2

月 年 月

2 2 2 2 2

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

②
に
係
る

課
税
標
準

と
な
る
床
面
積

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

2 3

2

FIELD-NO 

カード区分11

継続番号[ 0]

枚目月 日年 1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 システム第一担当

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

作成者

ＴＥＬ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

1

年

6 2 2

FIELD-NO

2

日

区
分

FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年 日 年 月 日

要　　　　　　　領

15 区分「11」をＰＵＮＣＨ

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

要　　　　　　　領

15 区分「12」をＰＵＮＣＨ

システム第一担当

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

区
分

納
期
限

申
告
年
月
日

課
税
標
準

と
な
る
床
面
積

合
計

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

月 年 月 日

「***につき***をスキップ」を添付する。

1枚の内256 1

1

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

ＴＥＬ

2

業務名

事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

2

2 3

平成16２２２-３２５６穿孔指示書

7 8 16FIELD-NO 4

カード区分12

継続番号[ 0]

枚目月 日年

作成年月日京都市役所 事業所税 作成者

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

FIELD-NO

事
業
年
度

（
自

）

2

年 月 日

26 2 2 2

日 日年

2 2 2

5 6

2 2

9

2

10

月

9

資産割

11 12

2

13 14 15



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

15

10

1611 12 13 14

2 22

7 8 9 104 5 6

2

日 年 月 日

2 2 2 2 2 2

区
分

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

月 年 月月 日

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

2 3

2

FIELD-NO 

カード区分13

継続番号[ 0]

枚目月 日年 1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 システム第一担当

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

作成者

ＴＥＬ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

1

年

6 2 2

FIELD-NO

2

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年 日

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

資
産
割
額

要　　　　　　　領

15 区分「13」をＰＵＮＣＨ

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15 区分「14」をＰＵＮＣＨ

業務名

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年 月 日

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名 1枚の内711 1平成28２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

2 2

FIELD-NO 

カード区分14

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

区分「13」のFIELD-NO「16」と同じ値をＰＵＮＣＨ16

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，区分「13」の３５カラム以降のデータ部に

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

納
付
す
べ
き

資
産
割
額

月 年 月 日

記入が無い時は，区分「14」のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

2 2

月 日

区
分

納
期
限

2 26 2 2 2 2 2 2 2

4 5 6

年

7 8 9 10 15

10

1611 12 13 14

2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

15

10

1611 12 13 14

2 22

7 8 9 104 5 6

2

日 年 月 日

2 2 2 2 2 2

区
分

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

月 年 月月 日

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

2 3

2

FIELD-NO 

カード区分15

継続番号[ 0]

枚目月 日年 1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 システム第一担当

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

作成者

ＴＥＬ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

1

年

6 2 2

FIELD-NO

2

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年 日

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

資
産
割

（
減
免
額

）

要　　　　　　　領

15 区分「15」をＰＵＮＣＨ

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

16

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

1

※

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15 区分「16」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年 月 日

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

2

FIELD-NO 1 2 3

1枚の内256 1平成16

カード区分16システム第一担当

継続番号[ 0]

枚目月 日年２２２-３２５６ＴＥＬ

作成年月日事業所税 作成者

15

月 年 月 日

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

従

業

者

割

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

6 2 2 2

月 日

区
分

4 5 6

年

2 2

11 12 13 14

2 22 2

7 8 9 10

2 2 2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15 区分「17」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年 月 日

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分17

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

月 日

区
分

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

年 月 日

2

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

従
業
者

給
与
総
額

2 2 2 2 2 2 2 26 2 2 2

4 5 6

年

7 8 9 10

月

12

従業者割

11 12 13 14 15 16

2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

16

12

従業者割

11 12 13 14

日

2

年 月

7 8 9 10

日

6 2 2 2 22 2 2 2 2 2 2 2 2

月 日

区
分

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

年

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

年

1 2 3

作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO 

業務名

4 5 6 15

カード区分18

継続番号[ 0]

枚目月 日 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

非
課
税
に
か
か
る

従
業
者

給
与
総
額

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年 日 年 月月

要　　　　　　　領

15 区分「18」をＰＵＮＣＨ

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15 区分「19」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年 月 日

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分19

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

月 日

区
分

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

年 月 日

2

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

控
除
従
業
者

給
与
総
額

2 2 2 2 2 2 2 26 2 2 2

4 5 6

年

7 8 9 10

月

12

従業者割

11 12 13 14 15 16

2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

16

12

従業者割

11 12 13 14

日

2

年 月

7 8 9 10

日

6 2 2 2 22 2 2 2 2 2 2 2 2

月 日

区
分

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

年

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

年

1 2 3

作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO 

業務名

4 5 6 15

カード区分20

継続番号[ 0]

枚目月 日 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

課
税
標
準

と
な
る
従
業
者

給
与
総
額

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年 日 年 月月

要　　　　　　　領

15 区分「20」をＰＵＮＣＨ

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15 区分「21」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年 月 日

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分21

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

月 日

区
分

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

年 月 日

2

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

従
業
者
割
額

2 2 2 2 2 2 2 26 2 2 2

4 5 6

年

7 8 9 10

月

12

従業者割

11 12 13 14 15 16

2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

16

12

従業者割

11 12 13 14

日

2

年 月

7 8 9 10

日

6 2 2 2 22 2 2 2 2 2 2 2 2

月 日

区
分

納
期
限

記入が無い時は，区分「22」のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

年

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

年

1 2 3

作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO 

業務名

4 5 6 15

カード区分22

継続番号[ 0]

枚目月 日 1枚の内711 1平成28２２２-３２５６

作成年月日事業所税

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

16

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，区分「21」の３５カラム以降のデータ部に

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

納
付
す
べ
き

従
業
者
割
額

FIELD-NO

区分「21」のFIELD-NO「16」と同じ値をＰＵＮＣＨ

FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年 日 年 月月

要　　　　　　　領

15 区分「22」をＰＵＮＣＨ

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15 区分「23」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年 月 日

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分23

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1

申
告
年
月
日

区
分

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

年 月 日

2

月 日

2 2 2 2 2 2 2 26 2 2 2

4 52 3 6

年

7 8 9 10

月

10

納
付
す
べ
き

事
業
所
税
額

11 12 13 14 15 16

2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15 区分「24」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年 月 日

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分24

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

月 日

区
分

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

年 月 日

2

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

減
免
額

2 2 2 2 2 2 2 26 2 2 2

4 5 6

年

7 8 9 10

月

12

従業者割

11 12 13 14 15 16

2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

4 5 6 15 1611 14

作成者

ＴＥＬ

6 2 2 2 22

日 年 月 日 日

122 2 2 2 2 2 2 2 2

月 日

区
分

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

年

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

年

1 2 3FIELD-NO 

業務名

7 8 9 10 12 13

カード区分25

継続番号[ 0]

枚目月 日 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

資
産
割
額

（
減
免
額

）

＋

従
業
者
割
額

（
減
免
額

）

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年 月 年 月

要　　　　　　　領

15 区分「25」をＰＵＮＣＨ

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

15 区分「26」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年 月 日

管
理
番
号

過
年
度

事
業
年
度

（
至

）

年

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 申告書 Ｃ原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分26

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

区分（３３，３４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～３２カラム）はＤＵＰする。ただし，３５カラム以降のデータ部に記入が無い

事
業
年
度

（
自

）

申
告
年
月
日

減
免
後
納
付
額

（
資
＋
従

）

月 年 月 日月 日

区
分

納
期
限

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

2 2 2 2 2 2 2 26 2 2 2

4 5 6

年

7 8 9 10 15 16

12

11 12 13 14

2 22





別　表　Ｄ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

2

区
分

月 日

事
業
年
度

（
自

）

8

年 月 日

2 2

9 10

事
業
年
度

（
至

）

2

4 5 6 7

26 2 2 2 2

2 3FIELD-NO 

カード区分0１

継続番号[ 0]

枚目月 日 1枚の内年

1

256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ１原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

事
業
所
N
o

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が 10 区分「01」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

14

ＩＴＥＭ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

面
積

月
数

ブ
ラ
ン
ク

年

122

（従）

人
数

金
額

ブ
ラ
ン
ク

12 13

16

11 16

（資）

14 15

8 4



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

12 13

16

11 16

（資）

14 15

8 4 122

（従）

人
数

金
額

面
積

月
数

ブ
ラ
ン
ク

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「02」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

事
業
所
N
o

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

ブ
ラ
ン
ク

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ１原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分02

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

146 2 2 2 2 2 2 2

9 10

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

2 2

区
分

月 日

事
業
年
度

（
自

）

8

年 月 日 年



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

2

区
分

月 日

事
業
年
度

（
自

）

8

年 月 日

2 2

9 10

事
業
年
度

（
至

）

2

4 5 6 7

26 2 2 2 2

2 3FIELD-NO 

カード区分03

継続番号[ 0]

枚目月 日 1枚の内年

1

256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ１原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

事
業
所
N
o

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が 10 区分「03」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

14

ＩＴＥＭ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

面
積

月
数

ブ
ラ
ン
ク

年

122

（従）

人
数

金
額

ブ
ラ
ン
ク

12 13

16

11 16

（資）

14 15

8 4



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

（資）

3 8

15

31

13 14

4

ブ
ラ
ン
ク

要　　　　　　　領

11

人
数

（従）

金
額

10

12

非
課
税
コ
ー

ド

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

事
業
所
N
o

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

面
積

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ２原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分11

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

10 区分「11」をＰＵＮＣＨ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領

2 2

事
業
年
度

（
至

）

6 2 2 2

9 104 5 6 7

2 2

区
分

月 日

事
業
年
度

（
自

）

8

年 月 日 年

2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

14

月 日

9 107

2 2

区
分

年 月 日 年

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6

2 2 2 42 2 2 2 3

要　　　　　　　領

FIELD-NO 

カード区分12

継続番号[ 0]

枚目月 日

10

年

1 2 3

平成16２２２-３２５６

128 11

1枚の内256 1

業務名 作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ２原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

面
積

非
課
税
コ
ー

ド

（資）

FIELD-NO

事
業
年
度

（
自

）

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

（従）

金
額

10

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

過
年
度

事
業
所
N
o

86

15

31

ブ
ラ
ン
ク

区分「12」をＰＵＮＣＨ

FIELD-NO要　　　　　　　領

13

人
数



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

14 15

314

（資）

3 8

13

要　　　　　　　領

11

人
数

（従）

金
額

10

12

非
課
税
コ
ー

ド

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

事
業
所
N
o

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

面
積

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ２原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分13

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

ブ
ラ
ン
ク

10 区分「13」をＰＵＮＣＨ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領

2 2

事
業
年
度

（
至

）

2

9 104 5 6 7 8

6 2 2 2 2 2 2

区
分

月 日

事
業
年
度

（
自

）

年 月 日 年



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

14

月 日

9 107

2 2

区
分

年 月 日 年

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6

2 2 2 42 2 2 2 3

要　　　　　　　領

FIELD-NO 

カード区分14

継続番号[ 0]

枚目月 日

10

年

1 2 3

平成16２２２-３２５６

128 11

1枚の内256 1

業務名 作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ２原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

面
積

非
課
税
コ
ー

ド

（資）

FIELD-NO

事
業
年
度

（
自

）

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

（従）

金
額

10

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

過
年
度

事
業
所
N
o

86

15

31

ブ
ラ
ン
ク

区分「14」をＰＵＮＣＨ

FIELD-NO要　　　　　　　領

13

人
数



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

人
数

（従）

金
額

10

12

非
課
税
コ
ー

ド

13 14

3

要　　　　　　　領

15

31

ブ
ラ
ン
ク

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

事
業
所
N
o

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

ブ
ラ
ン
ク

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ２原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分15

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

10 区分「15」をＰＵＮＣＨ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領

10

2 8 42 2 2 2

114 5 6 7

26 2 2 2

9

区
分

8

年 月 日 年 月 日

事
業
年
度

（
自

）

事
業
年
度

（
至

）



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80
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14 15

314

（資）

3 8

13

要　　　　　　　領

11

人
数

（従）

金
額

10

12

ブ
ラ
ン
ク

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

事
業
所
N
o

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

面
積

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ２原始伝票名 1枚の内256 1平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

FIELD-NO 

カード区分16

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

ブ
ラ
ン
ク

10 区分「16」をＰＵＮＣＨ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領

2 2

事
業
年
度

（
至

）

2

9 104 5 6 7 8

6 2 2 2 2 2 2

区
分

月 日

事
業
年
度

（
自

）

年 月 日 年



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80
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要　　　　　　　領

10 区分「21」をＰＵＮＣＨ

2

特
例
コ
ー

ド

8

面
積

178 11

無い時は，その区分のデータは発生させない。

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

月

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

事
業
所
N
o

「***につき***をスキップ」を添付する。

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ３原始伝票名

FIELD-NO 1

ＩＴＥＭ

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

1枚の内256 1

9 10 11 13 16

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

12 14 15

カード区分21

継続番号[ 0]

枚目月 日年

業務名京都市役所

平成16２２２-３２５６

2 3

ブ
ラ
ン
ク

8

2 22 2 2

4

6

5 6 7

2

日

事
業
年
度

（
自

）

年 月 日 年

2

事
業
年
度

（
至

） 面
積

金
額

金
額

2 2

区
分

10



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80
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2 22

日

事
業
年
度

（
自

）

年 月 日 年

2

5 6 7 8

2 26 2 2 2

作成年月日

4

カード区分22

継続番号[ 0]

枚目月 日年平成16２２２-３２５６

業務名

1枚の内256 1

9 10 14 1512

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ３原始伝票名

11 13 16FIELD-NO 1 2 3

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

事
業
所
N
o

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

システム第一担当事業所税 作成者

ＴＥＬ

京都市役所

区
分

事
業
年
度

（
至

）

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

要　　　　　　　領

10 区分「22」をＰＵＮＣＨ

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ
面
積

月

2

面
積

金
額

金
額

特
例
コ
ー

ド

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領

8

ブ
ラ
ン
ク

178 11 10



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80
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要　　　　　　　領

10 区分「23」をＰＵＮＣＨ

2

特
例
コ
ー

ド

8

面
積

178 11

無い時は，その区分のデータは発生させない。

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

月

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

事
業
所
N
o

「***につき***をスキップ」を添付する。

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ３原始伝票名

FIELD-NO 1

ＩＴＥＭ

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

1枚の内256 1

9 10 11 13 16

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当

12 14 15

カード区分23

継続番号[ 0]

枚目月 日年

業務名京都市役所

平成16２２２-３２５６

2 3

ブ
ラ
ン
ク

8

2 22 2 2

4

6

5 6 7

2

日

事
業
年
度

（
自

）

年 月 日 年

2

事
業
年
度

（
至

） 面
積

金
額

金
額

2 2

区
分

10



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80
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6 2 2 2

月年

1513

要　　　　　　　領

3

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6

2

事
業
年
度

（
自

）

7 8

2

FIELD-NO 1

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

2

継続番号[ 0]

枚目月 日年

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ 平成16２２２-３２５６ 1枚の内256 1

カード区分24システム第一担当京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ３原始伝票名

9 10 12

業務名

11

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

事
業
所
N
o

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

区
分

日

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

日 年

2

金
額

金
額

特
例
コ
ー

ド

ブ
ラ
ン
ク

月

2 22 2

10 区分「24」をＰＵＮＣＨ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領

14

1716 11

ブ
ラ
ン
ク

10
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NUMERIC
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LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80
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1711 10

14

ブ
ラ
ン
ク

18

金
額

8

面
積

ブ
ラ
ン
ク

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「25」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

事
業
所
N
o

無い時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が

月

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からはデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

原始伝票名 1枚の内256 1

システム第一担当

3

平成16２２２-３２５６

159

業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｄ３

10 11 12 13FIELD-NO 1 2

事
業
年
度

（
至

）

4

カード区分25

継続番号[ 0]

枚目月 日年

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

区
分

ブ
ラ
ン
ク

5 6 7 8

2 26 2 2 2 2 22 2

日

事
業
年
度

（
自

）

年 月 日 年









減免（猶予） Ｅ　
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システム第一担当

14

38

面
積

8

面
積

ブ
ラ
ン
ク

作成者

ＴＥＬ

11

2

事
業
所
N
o

12

8

13

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「01」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月 日

事
業
年
度

（
自

）

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税

FIELD-NO 

カード区分0１

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

6 2 2 2

9 10

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

2 2

区
分

8

年 月 日 年

2 2 2 2
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業
年
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8

年 月 日 年
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10

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

2 2

区
分

日

6 2 2 2

9FIELD-NO 

カード区分02

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名 1枚の内256 1

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「02」をＰＵＮＣＨ

11

2

事
業
所
N
o

12

8

面
積

14

38

ブ
ラ
ン
ク

13

8

面
積
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NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

13

8

面
積

11

2

事
業
所
N
o

12

8

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「03」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO 

カード区分03

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

月

事
業
年
度

（
自

） 面
積

5 6 7

6 2 2 2

8

年 月 日 年

2 2 2

事
業
年
度

（
至

）

4 14

38

ブ
ラ
ン
ク

日

9 10

2 2

区
分

2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

12

8

面
積

システム第一担当

13

8

面
積

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「04」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月 日

事
業
年
度

（
自

）

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO 

カード区分04

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3 9 10

6 2 2 2 2

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

2

年 月 日 年

2 2

14

38

ブ
ラ
ン
ク

2

区
分

8

2

11

2

事
業
所
N
o



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

事
業
年
度

（
自

）

8

年 月 日 年

2 2 2 2

10

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

2 2

区
分

日

6 2 2 2

9FIELD-NO 

カード区分05

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名 1枚の内256 1

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「05」をＰＵＮＣＨ

11

2

事
業
所
N
o

12

8

面
積

14
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ブ
ラ
ン
ク

13

8

面
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01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80
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システム第一担当

13
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ブ
ラ
ン
ク
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8

面
積

金
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8

作成者

10

11

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10

12

区分「06」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

2

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月

ブ
ラ
ン
ク

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税

ＴＥＬ

FIELD-NO 

カード区分06

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3 9 10

6 2 2 2

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

22 2 2

区
分

日

事
業
年
度

（
自

）

8

年 月 日 年

2
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NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80
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システム第一担当

11

2

事
業
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N
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金
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ブ
ラ
ン
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FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「07」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月 日

事
業
年
度

（
自

）

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO 

カード区分07

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3 9 10

6 2 2 2

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

22 2

区
分

8

年 月 日 年

2 2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80
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事
業
年
度

（
自

）

8

年 月 日 年

2 2 2 2

10

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

2 2

区
分

日

6 2 2 2

9FIELD-NO 

カード区分08

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名 1枚の内256 1

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「08」をＰＵＮＣＨ

13

42

ブ
ラ
ン
ク

11

2

事
業
所
N
o

12

金
額

12



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80
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システム第一担当
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FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「09」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月 日

事
業
年
度

（
自

）

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO 

カード区分09

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3 9 10

6 2 2 2

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

22 2

区
分

8

年 月 日 年

2 2 2
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NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80
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事
業
年
度

（
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）

8

年 月 日 年

2 2 2 2

10

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

2 2

区
分

日

6 2 2 2

9FIELD-NO 

カード区分10

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名 1枚の内256 1

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「10」をＰＵＮＣＨ
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01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

11

2

事
業
所
N
o

12

金
額

13

42

ブ
ラ
ン
ク

12

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「11」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月 日

事
業
年
度

（
自

）

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO 

カード区分11

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3 9 10

6 2 2 2

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

22 2

区
分

8

年 月 日 年

2 2 2



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

事
業
年
度

（
自

）

8

年 月 日 年

2 2 2 2

10

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

2 2

区
分

日

6 2 2 2

9FIELD-NO 

カード区分12

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当業務名京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名 1枚の内256 1

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

「***につき***をスキップ」を添付する。

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「12」をＰＵＮＣＨ

11

2

ブ
ラ
ン
ク

12

金
額

12

金
額

ブ
ラ
ン
ク

13 14

8 34



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 80

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

11

8

金
額

ブ
ラ
ン
ク

12

48

作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

10 区分「13」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

納
税
者
コ
ー

ド

過
年
度

減
免
号
数

時は，その区分のデータは発生させない。

データは全て数字であり，前ＺＥＲＯパンチを行なう。

区分（２３，２４カラム）毎にデータを１件発生させる。

キー部分（１～２０カラム）はＤＵＰする。ただし，２５カラム以降のデータ部に記入が無い

月 日

事
業
年
度

（
自

）

「***につき***をスキップ」を添付する。

京都市役所

穿孔指示書 事業所税 別表Ｅ原始伝票名

キー部分で記載がない，判別できない等の場合は，その連絡票からデータは

キー部分以外で判別できない等の場合は，当該項目のみスキップ。連絡票に付箋

発生させず，連絡票に付箋「***につきデータ発生させず」を添付する。

1枚の内256 1

業務名

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税

FIELD-NO 

カード区分13

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

6 2 2 2

9 10

事
業
年
度

（
至

）

4 5 6 7

2 2

区
分

8

年 月 日 年

2 2 2 2





収入振替・還付処理連絡票　Ｇ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

7 8 9 10 12

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

1 1 1 1 1

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

システム第一担当

ブ
ラ
ン
ク

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

1 区分「01」をＰＵＮＣＨ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ
区
分

ブ
ラ
ン
ク

氏
名
コ
ー

ド

（
計
理
№

）

京都市役所

穿孔指示書 収入振替・還付処理連絡票Ｇ原始伝票名

業務名

1枚の内256 2平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO 

カード区分0１

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1 2 3

13～17

3～7

金
額

科
目

ブ
ラ
ン
ク

サ
イ
ン

調
定
年
度

調
定
月

年
相
当

デ
ー

タ
サ
イ
ン

異
動
サ
イ
ン

ＬＥＦＴ　ＳＰＡＣＥ

ＬＥＦＴ　ＳＰＡＣＥ

2 16 12 3 3 132

月
サ
イ
ン

211 7 3 2

年 月 日

ブ
ラ
ン
ク

16 19 20

16

17

2 3

収
入
年
度

ブ
ラ
ン
ク

4 5 11 1813 14 156



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 128

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

6 8

年

4 2 2 2 2

ブ
ラ
ン
ク

番
号

26 2720

ブ
ラ
ン
ク

業
務
コ
ー

ド

21 24 25

16

日

区分「01」つづき

FIELD-NO 

カード区分0１

継続番号[ 1]

枚目月 日年

22 23

平成16２２２-３２５６

作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ

システム第一担当業務名京都市役所

穿孔指示書 収入振替・還付処理連絡票Ｇ原始伝票名 2枚の内256 2

区

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

月



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

5

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

1

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

ブ
ラ
ン
ク

76

11

サ
イ
ン

ブ
ラ
ン
ク

金
額

2 16 12 25

4

35

ＬＥＦＴ　ＳＰＡＣＥ

ＬＥＦＴ　ＳＰＡＣＥ

FIELD-NO 1 2 3

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

継続番号[ 0]

枚目月 日年平成16２２２-３２５６

作成者

ＴＥＬ

京都市役所

穿孔指示書 収入振替・還付処理連絡票Ｇ原始伝票名

業務名 事業所税 システム第一担当

1枚の内256 2

カード区分09作成年月日

区
分

ブ
ラ
ン
ク

氏
名
コ
ー

ド

（
計
理
№

）

3

6

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

1 区分「09」をＰＵＮＣＨ



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 128

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

2 2 2 2

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

ＩＴＥＭ 区 月年

ブ
ラ
ン
ク

京都市役所

穿孔指示書 収入振替・還付処理連絡票Ｇ原始伝票名 2枚の内256 2

業務名

２２２-３２５６

作成年月日システム第一担当事業所税 作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO 

カード区分09

継続番号[ 1]

枚目月 日年

22 23

平成16

区分「09」つづき

20

ブ
ラ
ン
ク

業
務
コ
ー

ド

21

16 4

26 2724 25

日
番
号

6 8



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

7 8 9 10 12

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

1 1 1 1 1

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

15

3 2

システム第一担当

ブ
ラ
ン
ク

16

ブ
ラ
ン
ク

作成年月日

11 7

19 20

16

17

2 3

18

2

異
動
サ
イ
ン

デ
ー

タ
サ
イ
ン

年 月 日
科
目

ブ
ラ
ン
ク

サ
イ
ン

ＬＥＦＴ　ＳＰＡＣＥ3～7

金
額

2 16 12 3

調
定
年
度

収
入
年
度

3 13

ＬＥＦＴ　ＳＰＡＣＥ

FIELD-NO 

カード区分11

継続番号[ 0]

枚目月 日年

ブ
ラ
ン
ク

作成者

ＴＥＬ

64 5 11

２２２-３２５６

13 14

業務名京都市役所

穿孔指示書 収入振替・還付処理連絡票Ｇ

2 31

事業所税

原始伝票名 平成16

年
相
当

FIELD-NO

ＩＴＥＭ
区
分

1枚の内256 2

調
定
月ブ

ラ
ン
ク

氏
名
コ
ー

ド

（
計
理
№

）

13～17

要　　　　　　　領

1 区分「11」をＰＵＮＣＨ

サ
イ
ン

FIELD-NO要　　　　　　　領

2

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 0]

月



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 128

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

2 2 2 2

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

桁数

継続番号[ 1]

ＩＴＥＭ 区 月年

ブ
ラ
ン
ク

京都市役所

穿孔指示書 収入振替・還付処理連絡票Ｇ原始伝票名 2枚の内256 2

業務名

２２２-３２５６

作成年月日システム第一担当事業所税 作成者

ＴＥＬ

FIELD-NO 

カード区分1１

継続番号[ 1]

枚目月 日年

22 23

平成16

区分「11」つづき

20

ブ
ラ
ン
ク

業
務
コ
ー

ド

21

16 4

26 2724 25

日
番
号

6 8



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

5

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

1

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

FIELD-NO FIELD-NO要　　　　　　　領 要　　　　　　　領

1 区分「19」をＰＵＮＣＨ

桁数

継続番号[ 0]

ＩＴＥＭ

6

3

京都市役所

穿孔指示書 収入振替・還付処理連絡票Ｇ原始伝票名

業務名 システム第一担当 作成年月日事業所税 作成者

ＴＥＬ 枚の内256 2

氏
名
コ
ー

ド

（
計
理
№

）

42 3

平成16２２２-３２５６

区
分

ブ
ラ
ン
ク

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

ＬＥＦＴ　ＳＰＡＣＥ

FIELD-NO 

カード区分19

継続番号[ 0]

枚目月 日年

1

1

ブ
ラ
ン
ク

2 16 12 25

ＬＥＦＴ　ＳＰＡＣＥ

35

ブ
ラ
ン
ク

76

11

サ
イ
ン

金
額



01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

NUMERIC

ＡＬＰＨＡ

カナ

漢字

特殊文字

ＤＵＰ

ＳＫＩＰ

LEFTZERO

LEFTSPACE

右シフト

RECORD SIZE = 128

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

26 2724

2 2 2 2

年

ブ
ラ
ン
ク

25

日
番
号

6 8

20

ブ
ラ
ン
ク

業
務
コ
ー

ド

21

16 4

区分「19」つづき

FIELD-NO 

カード区分19

継続番号[ 1]

枚目月 日年

22 23

平成16２２２-３２５６
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令和５ 年４ 月１ 日改正 

 

電子計算機によ る 事務処理等（ 入力等） の 

委託契約に係る 共通仕様書 

 

（ 総則）  

第１ 条 こ の電子計算機によ る 事務処理等（ 入力等）の委託契約に係る 共通仕様書（ 以下「 共

通仕様書」 と いう 。） は、 電子計算機によ る 事務処理等（ 入力等） の業務委託において、

情報セキュ リ ティ の確保など 委託業務の適正な履行を確保する ために共通し て必要と な

る 事項を定める も のである 。  

２  共通仕様書に定める 内容と 個別仕様書に定める 内容と の間に相違がある 場合は、 個別

仕様書に定める 内容が優先する 。  

 

（ 履行計画）  

第２ 条 受注者（ 複数の事業者で構成する 連合体が委託業務を履行する 場合にあっては、当

該連合体の全ての構成員をいう 。 以下「 乙」 と いう 。） は、 京都市（ 以下「 甲」 と いう 。）

が委託業務の内容を変更し た場合に、履行日程又は履行方法を変更する と き は、あら かじ

め甲の承諾を得なければなら ない。乙の事情によ り 、履行日程又は履行方法を変更する と

き も 、 同様と する 。  

 

（ 秘密の保持）  

第３ 条 乙は、 委託業務の履行によ り 直接又は間接に知り 得た個人情報及び秘密を第三者

に漏ら し てはなら ない。 契約期間終了後又は契約解除後も 、 同様と する 。  

 

（ 目的外使用の禁止）  

第４ 条 乙は、 次に掲げる も のを委託業務の履行以外の目的に使用し てはなら ない。  

⑴ 契約目的物 

⑵ 甲が乙に支給する 物品（ 以下「 支給品」 と いう 。） 及び貸与する 物品（ 以下「 貸与品」

と いう 。）  

⑶ 委託業務の履行に関し 作成さ れた入出力帳票、 フロ ッ ピーディ ス ク 、磁気テープ、磁

気ディ ス ク 、 光磁気ディ ス ク 、光ディ ス ク 、半導体メ モリ その他の記録媒体に記録さ れ

た情報（ 甲が提供し た情報を含む。 以下「 データ 」 と いう 。）  

 

（ 複写、 複製及び第三者提供の禁止）  

第５ 条 乙は、 契約目的物、 支給品、 貸与品及びデータ について、 複写し 、 複製し 、 又は第

三者に提供し てはなら ない。ただし 、甲の書面によ る 承諾を得た場合は、こ の限り でない。  

 

（ 作業責任者等の届出）  



第６ 条 乙は、委託業務に係る 作業責任者及び作業従事者を定め、書面によ り あら かじ め甲

に報告し なければなら ない。 こ れを変更する と き も 、 同様と する 。  

２  作業責任者は、 共通仕様書に定める 事項を適切に実施する よ う 作業従事者を監督し な

ければなら ない。  

３  作業従事者は、作業責任者の指示に従い、共通仕様書に定める 事項を遵守し なければな

ら ない。  

４  乙は、 全ての作業責任者及び全ての作業従事者から 共通仕様書に定める 事項を遵守す

る 旨の誓約書を徴し 、 甲から 求めがあった場合は、 こ れを甲に提出し なければなら ない。 

 

（ 教育の実施）  

第７ 条 乙は、全ての作業責任者及び全ての作業従事者に対し て、情報セキュ リ ティ に対す

る 意識の向上、共通仕様書において遵守すべき 事項その他委託業務の適切な履行に必要な

事項について、 教育及び研修を実施し なければなら ない。  

２  乙は、個人情報を取り 扱う に当たっては、個人情報を取り 扱う 全ての作業責任者及び全

ての作業従事者に対し 、個人情報の保護に関する 法律及び京都市個人情報保護条例の罰則

規定を周知する と と も に、個人情報保護のための教育及び研修を実施し なければなら ない。 

３  乙は、前２ 項の教育及び研修を実施する に当たり 、実施計画を策定し 、及び実施体制を

整備し なければなら ない。  

 

（ 派遣労働者等の利用時の措置）  

第８ 条 乙は、委託業務を派遣労働者、契約社員その他の正社員以外の労働者に行わせる 場

合は、 正社員以外の労働者に契約に基づく 一切の義務を遵守さ せなければなら ない。  

２  乙は、甲に対し て、正社員以外の労働者の全ての行為及びその結果について責任を負う

も のと する 。  

 

（ 再委託の禁止）  

第９ 条 乙は、 委託業務の全部又は一部を第三者へ委託（ 以下「 再委託」 と いう 。） し ては

なら ない。 ただし 、 甲の書面によ る 承諾を得た場合は、 こ の限り でない。  

２  乙は、 再委託する 場合は、 再委託の内容、 再委託の相手方、 再委託の理由等を付し て書

面によ り あら かじ め甲に申請し 、 その承諾を得なければなら ない。  

３  乙は、再委託する 場合は、再委託の相手方にこ の契約に基づく 一切の義務を遵守さ せる

と と も に、甲に対し て、再委託の相手方の全ての行為及びその結果について責任を負う も

のと する 。  

４  乙は、再委託する 場合は、再委託の相手方と の契約において、再委託の相手方を監督す

る ための手続及び方法について具体的に規定し なければなら ない。  

５  乙は、再委託する 場合は、再委託先における 履行状況を管理する と と も に、甲の求めに

応じ て、 その状況を甲に報告し なければなら ない。  

 



（ データ 等の適正な管理）  

第 10 条 乙は、 個別仕様書その他の委託業務の履行に必要な書類（ 以下「 ド キュ メ ント 」

と いう 。）、 プロ グラ ム及びデータ の授受、 処理、 保管その他の管理に当たっては、 内部に

おける 責任体制を整備し 、 漏えい、 滅失、 き 損、 紛失、 改ざん、 盗難等を防止する などそ

の適正な運営に努めなければなら ない。  

２  乙は、委託業務の履行に当たって使用する 電子計算機室、 入力機器室、データ 保管室そ

の他の作業場所（ 以下「 電子計算機室等」 と いう 。） を定め、 書面によ り あら かじ め甲に

報告し なければなら ない。 こ れを変更する と き も 、 同様と する 。  

３  乙は、前項で定める 乙の電子計算機室等について、外部から の侵入が容易でない場所に

配置する と と も に、 地震、 水害、 落雷、 火災、 漏水等の災害及び盗難等の人的災害に備え

て、 必要な保安措置を講じ なければなら ない。  

４  乙は、第２ 項で定める 乙の電子計算機室等について、次に掲げる 入退室管理を行わなけ

ればなら ない。  

⑴ 電子計算機室等に入室でき る 者を、 乙が許可し た者のみと する こ と 。  

⑵ 入室を 許可さ れていない者が電子計算機室等に入室する こ と を防止する ための必要

な措置を講じ る こ と 。  

⑶ 入室を許可さ れた者が電子計算機室等に入室し 、 又は退室する と き は、日時、氏名等

を入退室管理簿に記録する こ と 。  

５  乙は、甲から 委託業務において利用する データ 等の引渡し を受けたと き は、甲に受領書

を提出し なければなら ない。  

６  乙は、個人情報を取り 扱う に当たっては、 個人情報を適正に管理さ せる ために、個人情

報管理責任者を置かなければなら ない。  

７  乙は、委託業務の履行のために入力機器、電子計算機及び記録媒体を使用する に当たっ

ては、 次に掲げる 事項を遵守し なければなら ない。  

⑴ 乙が許可し た者以外の者が入力機器、 電子計算機及び記録媒体を使用する こ と 及び

こ れに記録さ れている データ を閲覧する こ と がないよ う 必要な措置を講じ る こ と 。  

⑵ 入力機器、電子計算機及び記録媒体に、情報漏えいにつながる と 考えら れる 業務に関

係のないアプリ ケーショ ンをイ ンス ト ールし ないこ と 。  

⑶ 個人の所有する 入力機器、 電子計算機及び記録媒体を使用し ないこ と 。  

８  乙は、乙の電子計算機室等から ド キュ メ ント 、プロ グラ ム及びデータ を持ち出し てはな

ら ない。 ただし 、 甲の承諾を得た場合は、 こ の限り でない。  

９  乙は、乙の電子計算機室等から プロ グラ ム、データ 等を電子データ で持ち出す場合は、

電子データ の暗号化処理又はこ れと 同等以上の保護措置を施さ なければなら ない。  

10 乙は、 ド キュ メ ント 、プロ グラ ム及びデータ の輸送、搬入出を自ら 行わなければなら な

い。 ただし 、 甲の書面によ る 同意を得た場合は、 こ の限り でない。  

11 甲は、 ド キュ メ ント 、 プロ グラ ム及びデータ の全部又は一部の漏えい、 滅失、 き 損、 紛

失、 改ざん、 盗難等によ る 被害が生じ た場合は、契約書第８ 条第１ 項第１ 号に該当する と

し て契約を解除する こ と ができ る 。  



12 乙は、 ド キュ メ ント 、 プロ グラ ム及びデータ の全部又は一部の漏えい、 滅失、 き 損、 紛

失、 改ざん、 盗難等があったと き は、 甲の指定する と こ ろによ り 、 代品を納め、 原状に復

し 、 損害（ 第三者に及ぼし た損害を含む。 以下同じ 。） を賠償し 、 又は代品を納め、 若し

く は原状に復する と と も に損害を賠償し なければなら ない。  

 

（ データ 等の廃棄）  

第 11 条 乙は、 委託業務が完了し たと き 、 委託業務の内容が変更さ れたと き 又は契約が解

除さ れたと き は、 甲の指示に従い、 ド キュ メ ント 、 プロ グラ ム及びデータ を廃棄し 、 消去

し 、 又は甲に返還し 、 若し く は引き 渡さ なければなら ない。  

２  乙は、前項の規定によ り 、ド キュ メ ント 、プロ グラ ム及びデータ の廃棄又は消去を行う

に当たっては、 次に掲げる 事項を遵守し なければなら ない。  

⑴ 復元又は判読が不可能な方法によ り 廃棄又は消去を行う こ と 。  

⑵ 廃棄又は消去の際に、 甲から 立会いを求めら れたと き はこ れに応じ る こ と 。  

⑶ 廃棄又は消去を行った後速やかに、廃棄又は消去を行った日時、担当者名及び処理内

容を記録し た証明書等によ り 甲に報告する こ と 。なお、甲から 当該証明書等の提出期限

の指定及び処理の証拠写真の提出を求めら れた場合には、 こ れら に応じ る こ と 。  

 

（ 監督）  

第 12 条 乙は、 ド キュ メ ント 、 プロ グラ ム及びデータ の管理状況並びに委託業務の履行状

況について、 甲の指示に従い、 定期的に甲に報告し なければなら ない。  

２  甲は、必要がある と 認める 場合は、契約内容の遵守状況及び委託業務の履行状況につい

て、 いつでも 乙に対し て報告を求め、 乙の電子計算機室等に立ち入って検査し 、 又は必要

な指示等を行う こ と ができ る も のと する 。  

 

（ 事故の発生の通知）  

第 13 条 乙は、 当該契約目的物、 ド キュ メ ント 、 プロ グラ ム、 データ 等の漏えい、 滅失、

き 損、紛失、改ざん、盗難等の事故が生じ たと き は、直ちに甲に通知し 、その指示に従い、

遅滞なく 書面で報告し なければなら ない。契約期間終了後又は契約解除後も 、同様と する 。 

２  乙は、契約目的物、ド キュ メ ント 、プロ グラ ム、データ 等の漏えい、滅失、き 損、紛失、

改ざん、 盗難等の事故が生じ た場合に備え、 甲その他の関係者と の連絡、 証拠保全、 被害

拡大の防止、 復旧、 再発防止の措置等を迅速かつ適切に実施する ために、 緊急時対応計画

を定めなければなら ない。  

３  甲は、契約目的物、ド キュ メ ント 、プロ グラ ム、データ 等の漏えい、滅失、き 損、紛失、

改ざん、盗難等の事故が発生し た場合は、必要に応じ て当該事故に関する 情報を公表する

こ と ができ る 。  

 

（ 支給品及び貸与品）  

第 14 条 支給品及び貸与品の品名、 数量、 引渡時期及び引渡場所は、 個別仕様書に定める



と こ ろによ る 。  

２  乙は、前項に定める と こ ろによ り 、支給品又は貸与品の引渡し を受けたと き は、遅滞な

く 甲に受領書又は借用書を提出し なければなら ない。  

３  乙は、 支給品及び貸与品を善良な管理者の注意をも って保管し なければなら ない。  

４  乙は、委託業務が完了し たと き 、委託業務の内容が変更さ れたと き 又は契約が解除さ れ

たと き は、 個別仕様書に定める と こ ろによ り 、 不用と なった支給品及び貸与品を、 使用明

細書を添えて甲に返還し なければなら ない。  

５  乙は、故意又は過失によ り 、支給品又は貸与品の全部又は一部を滅失し 、又はき 損し た

と き は、 甲の指定する と こ ろによ り 、 代品を納め、 原状に復し 、 損害を賠償し 、 又は代品

を納め、 若し く は原状に復する と と も に損害を賠償し なければなら ない。  

 

（ 検査の立会い及び引渡し ）  

第 15 条 甲は、 契約書第４ 条第１ 項の検査に当たり 、 必要がある と 認める と き は、 乙を検

査に立ち会わせる こ と ができ る 。こ の場合において、乙が検査に立ち会わなかったと き は、

乙は、 検査の結果について異議を申し 立てる こ と ができ ない。  

２  甲は、契約書第４ 条第１ 項の検査に当たり 、必要がある と 認める と き は、契約目的物を

電子計算機によ る 試行、 試験等によ り 検査する こ と ができ る 。 こ の場合において、 当該検

査に直接要する 費用は、 乙の負担と する 。  

３  甲は、個別仕様書において検孔が指示さ れている 業務において、検査の結果、 契約書第

４ 条第１ 項の検査に係る 試行、試験等のための納入データ に０ ．５ ％以上の誤り がある と

き は、 契約書第８ 条第１ 項第１ 号に該当する と し て契約を解除する こ と ができ る 。  

４  乙は、契約書第４ 条第１ 項の規定によ る 検査に合格し たと き は、直ちに、納品書を添え

て、契約目的物を甲の指定する 場所に納入する も のと し 、納入が完了し たと き をも って契

約目的物の引渡し が完了し たも のと する 。  

 

（ 契約の解除）  

第 16 条 甲は、 乙が個別仕様書又は共通仕様書の内容に違反し ている と 認めたと き は、 契

約書第８ 条第１ 項第１ 号に該当する と し て契約を解除する こ と ができ る 。  

２  甲は、個別仕様書によ り 検孔が指示さ れている 業務において、 納入データ に０ ．５ ％以

上の誤り がある と き は、契約書第８ 条第１ 項第１ 号又は第２ 号に該当する と し て契約を解

除する こ と ができ る 。  

３  甲は、個別仕様書によ り 検孔が指示さ れている 業務のう ち、契約目的物の引渡し を複数

回行う よ う 指示さ れている 業務において、いずれかの回の納入データ に０ ．５ ％以上の誤

り がある と き は、契約書第８ 条第１ 項第１ 号又は第２ 号に該当する と し て契約を解除する

こ と ができ る 。  

４  甲は、前３ 項の規定によ り 契約を解除し たと き は、乙に損害賠償の請求を行う こ と があ

る 。  

５  乙は、第１ 項から 第３ 項ま での規定によ り 契約の解除があったと き は、甲にその損失の



補償を求める こ と はでき ない。  

 

（ 損害賠償）  

第 17 条 乙の故意又は過失を問わず、 乙が個別仕様書又は共通仕様書の内容に違反し 、 又

は怠ったこ と によ り 、 甲に損害を与えた場合は、 乙は、 甲にその損害を賠償し なければな

ら ない。  

 

（ 契約不適合責任）  

第 18 条 甲は、 引渡し を受けた契約目的物が種類、 品質又は数量に関し て契約の目的に適

合し ないも のである と き（ その引渡し を要し ない場合にあっては、委託業務が終了し た時

に当該業務の目的物が種類又は品質に関し て契約の内容に適合し ないと き ） は、乙に対し

てその不適合（ 以下本条において「 契約不適合」 と いう 。） の修正等の履行の追完（ 以下

本条において「 追完」 と いう 。） を請求する こ と ができ 、 乙は、 当該追完を行う も のと す

る 。 ただし 、 甲に不相当な負担を課する も のではないと き は、 乙は甲が請求し た方法と 異

なる 方法によ る 追完を行う こ と ができ る 。  

２  甲は、契約不適合によ り 損害を被った場合、乙に対し て損害賠償を請求する こ と ができ

る 。  

３  甲は、契約不適合について、追完の請求にも かかわら ず相当期間内に追完がなさ れない

場合又は追完の見込みがない場合で、 契約不適合によ り 契約の目的を達する こ と ができ

ないと き は、 契約書第８ 条第１ 項第１ 号又は第２ 号に該当する と し て契約の全部又は一

部を解除する こ と ができ る 。  

４  乙が本条に定める 責任その他の契約不適合責任を負う のは、 第１ ５ 条第４ 項の規定に

よ る 引渡し を受けた日から ２ 年以内に甲から 契約不適合を通知さ れた場合に限る も のと

する 。ただし 、第１ ５ 条第４ 項の規定によ る 引渡し を受けた時点において乙が契約不適合

を知り 若し く は重過失によ り 知ら なかった場合、又は契約不適合が乙の故意若し く は重過

失に起因する 場合にはこ の限り でない。  

５  第１ 項から 第３ 項ま での規定は、 契約不適合が甲の提供し た資料等又は甲の与えた指

示によ って生じ たと き は適用し ない。ただし 、乙がその資料等又は指示が不適当である こ

と を知り ながら 告げなかったと き は、 こ の限り でない。  

 

（ 作業実施場所における 機器）  

第 19 条 委託業務の履行に必要と なる 機器、 ソ フト ウ ェ ア及びネッ ト ワ ーク については、

乙が準備する も のと する 。 ただし 、 甲がこ れを貸与する 場合は、 こ の限り でない。  


